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部 門

部 署

工期 工事長

2017.4.24 ～ 2019.11.30

請負金 44億4100万円

経 験 年 数

作 業 所 勤 務 日 数

当該作業関係労働者数

１次業者 6人

（被災者所属グループの人数を記入）

雇用業者（1）次 家 族

職　種 土 工 妻、子３名

兼喜会 （加入）

災防協 （加入）

互助会 （加入） 病 院 名

単独

安全環境本部

（7月9日）

7/5　伊藤本部長現地調査

略
称

災 害 速 報 No.1

作業員3名が仮沈砂池の竪排水管に流される
（1名死亡、2名は意識あり）

発 生 日 時 災 害 ・ 事 故 の 発 生 状 況

被 災 者 氏 名

工 事 所 在 地

工 事 名 称

頭蓋骨骨折による
出血性ショック死

（59）才

所 属 お よ び 職 種

受 傷 部 位 発 注 者

　午前８時より、降雨後の現場点検（仮沈砂池）を６名で行っていた。
　作業員Ａが仮沈砂池３Ｄに水がたまり、竪排水管（Φ500）廻りのフィルター材（バイオログフィルター）が外れて浮かんで
いるのを発見した。竪排水管にフィルター材が流れ込むのを防ぐため、泳いで竪排水管に渡り、フィルター材にロープをか
けて、バックホウで引っ張って回収していた。
　その時に、Ａが足を取られ、竪排水管に呑み込まれそうになったので、一緒に作業していた作業員Ｂ、作業員Ｃ、他２名
が助けようと、仮沈砂池に飛び込んだ。
　しかし、水の勢いが強かったため、Ａ･Ｂ・Ｃの3名が竪排水管に呑み込まれて、竪排水管と接続されている排水管を通っ
て下流に流された。２名（Ａ、Ｂ）は下流３号調整池の呑口、沈砂池で救出され、Ｃはさらに下流で救出された。
　救出された際、ＡとＢは意識があったが、Ｃは意識不明であった。３名とも直ぐに病院に搬送したが、11:46にＣの死亡が
確認された。
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36年

170日

平成30年7月5日（木）
午前9時20分頃

仮沈砂池３Ｄ

竪排水管（Φ500）に３名吸い込まれる

地中の排水管（Φ1100）内を

流される
３号調整池付近の吞口、

仮沈砂池の２か所で２名救出

さらにその下流で１名救出

３名吸い込まれる

水深約２ｍ
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